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令
和
元
年
十
月
八
日

第

四

十

五

号

増

刊

①

　
　
　
　

条
　
　
　
例
（
第
十
二
号

－

第
十
九
号
）

○�

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関�

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
制
定
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条�

例�

（
人　

事　

課
）
…
…
…
…
…
二

○�

福
岡
県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
等
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正�

す
る
条
例�
（
保
健
医
療
介
護
総
務
課
）
…
…
…
…
…
四

○
福
岡
県
民
生
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�
（
福
祉
総
務
課
）
…
…
…
…
…
五

○�

福
岡
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
及
び
福
岡
県�

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部�

を
改
正
す
る
条
例�

（
子
育
て
支
援
課
）
…
…
…
…
…
五

○
福
岡
県
建
築
都
市
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

（
建
築
都
市
総
務
課
）
…
…
…
…
…
六

○
福
岡
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�

（
建
築
指
導
課
）
…
…
…
…
…
六

○
福
岡
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

（
警
察
本
部
運
転
免
許
管
理
課
）
…
…
…
…
…
七

○
福
岡
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�

（
警
察
本
部
運
転
免
許
試
験
課
）
…
…
…
…
…
七

◇�

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
の
制
定
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

（
総
務
部
人
事
課
）

１�　

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
の
制
定
に
鑑
み
、
成
年
被
後
見
人
等
に
係
る
欠
格
条
項
の
見
直
し
を
行
う
ほ
か
、
所
要

の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２�　

こ
の
条
例
は
、
令
和
元
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
第
三
条
の
規

定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇�

福
岡
県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
等
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
保
健
医
療
介
護
部
保
健
医
療
介
護
総
務
課
）

１�　

地
域
保
健
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
制
定
に
よ
り
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
う
ち

か
ら
大
牟
田
市
を
除
く
も
の
と
さ
れ
た
こ
と
及
び
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令

等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
制
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
行

う
市
の
長
か
ら
大
牟
田
市
の
長
を
削
る
も
の
と
さ
れ
た
こ
と
等
に
伴
い
、
関
係
条
例
の
規
定
を
整
備

す
る
こ
と
と
し
た
。

２�　

一�　

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
第
四
条
中
別

表
一
七
の
項
の
改
正
規
定
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　

二　

所
要
の
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

◇
福
岡
県
民
生
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
福
祉
労
働
部
福
祉
総
務
課
）

１�　

民
生
委
員
に
よ
る
住
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
て
民
生
委
員
の
定
数
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

２�　

こ
の
条
例
は
、
令
和
元
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇�

福
岡
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
及
び
福
岡
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
福
祉
労
働
部
子
育
て
支
援
課
）

１�　

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
制
定
に
鑑
み
、
保

育
室
等
を
三
階
に
設
け
る
建
物
に
つ
い
て
、
建
築
基
準
法
第
二
条
第
九
号
の
二
に
規
定
す
る
耐
火
建

築
物
と
す
る
よ
う
保
育
所
及
び
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
の
基
準
を
改
め
る
こ
と
と
し
た

。
２　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

目
　
　
　
次

公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し
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◇
福
岡
県
建
築
都
市
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
建
築
都
市
部
建
築
都
市
総
務
課
）

１�　

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
制
定
に
伴

い
、
複
数
の
建
築
物
に
係
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
の
認
定
の
申
請
に
対
す
る
審

査
の
手
数
料
等
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

２�　

こ
の
条
例
は
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
附
則
第
一
条
本
文
に
規
定
す
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
福
岡
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
建
築
都
市
部
建
築
指
導
課
）

１�　

建
築
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
が
制

定
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
防
火
避
難
上
の
制
限
に
係
る
規
定
の
適
用
を
受
け
る
木
造
の
共
同
住
宅

等
か
ら
主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
等
を
除
く
ほ
か
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

２　

一　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　

二　

所
要
の
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

◇
福
岡
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
警
察
本
部
運
転
免
許
管
理
課
）

１�　

道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
制
定
に
よ
り
、
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
る
者
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た

。
２�　

こ
の
条
例
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で

定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
福
岡
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
警
察
本
部
運
転
免
許
試
験
課
）

１�　

道
路
交
通
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
制
定
に
よ
り
、
運
転
免
許
に
関
す
る
手
数
料
の

標
準
が
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
当
該
手
数
料
の
額
を
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

２　

こ
の
条
例
は
、
令
和
元
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
の
制
定
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
月
八
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
条
例
第
十
二
号

　
　
　

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

　
　
　

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
制
定
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　

（
福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第�

一
条　

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
一
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

�　

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二�

十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
、
若
し
く
は
失
職
し
」
を
削

る
。

　

�　

第
二
十
一
条
の
二
第
二
号
中
「
（
同
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
失
職
し
た
職
員
を
除
く
。

）
」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
る
。

　

��　

第
二
十
一
条
の
三
第
一
項
第
一
号
及
び
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
る

。

　

�　

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二�

十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
、
若
し
く
は
失
職
し

」
を
削
る
。

　

�　

第
二
十
三
条
第
六
項
中
「
前
五
項
」
を
「
前
各
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
当
該
各
項
に
」

を
「
こ
れ
ら
の
規
定
に
」
に
改
め
、
「
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て

同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
」
を
削
り
、
「
当
該
各
項
の
」
を
「
そ
れ
ぞ
れ
第

二
項
、
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
の
」
に
改
め
る
。

　

（
福
岡
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第�

二
条　

福
岡
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
八
年
福
岡
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

�　

第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
（
同
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
」
を
削

る
。

条
　
　
　
例
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（
福
岡
県
准
看
護
師
試
験
委
員
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第�
三
条　

福
岡
県
准
看
護
師
試
験
委
員
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
福
岡
県
条
例
第
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

�　

第
三
条
第
二
項
中
「
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
」
を
「
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
」
に
改

め
、
同
項
各
号
を
削
る
。

　

（
福
岡
県
心
身
障
が
い
者
扶
養
共
済
制
度
条
例
の
一
部
改
正
）

第�

四
条　

福
岡
県
心
身
障
が
い
者
扶
養
共
済
制
度
条
例
（
昭
和
四
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
二
十
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
八
条
第
二
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

一�　

精
神
の
機
能
の
障
が
い
に
よ
り
年
金
の
受
領
及
び
管
理
を
適
正
に
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
な

認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者

　
　

二�　

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

　

（
福
岡
県
立
自
然
公
園
条
例
の
一
部
改
正
）

第�

五
条　

福
岡
県
立
自
然
公
園
条
例
（
昭
和
三
十
八
年
福
岡
県
条
例
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

�　

第
二
十
条
第
三
項
第
一
号
中
「
、
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

二�　

心
身
の
故
障
に
よ
り
そ
の
認
定
関
係
事
務
を
適
確
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
規
則

で
定
め
る
者

　

�　

第
二
十
条
第
三
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　

三�　

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

　
　

第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
第
四
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
る
。

　

（
福
岡
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第�

六
条　

福
岡
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
五
十
一
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

�　

第
二
十
条
第
一
項
中
「
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十�

八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
、
若
し
く
は
失
職
し
」
を
削
る

。

　

�　

第
二
十
条
の
二
第
二
号
中
「
（
同
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
失
職
し
た
職
員
を
除
く
。
）

」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
る
。

　
　

第
二
十
条
の
三
第
一
項
第
一
号
及
び
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
る
。

　

�　

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二�

十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
、
若
し
く
は
失
職
し

」
を
削
る
。

　

�　

第
二
十
二
条
第
六
項
中
「
前
五
項
」
を
「
前
各
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
当
該
各
項
に
」

を
「
こ
れ
ら
の
規
定
に
」
に
改
め
、
「
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て

同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
」
を
削
り
、
「
当
該
各
項
の
」
を
「
そ
れ
ぞ
れ
第

二
項
、
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
の
」
に
改
め
る
。

　

（
福
岡
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第�

七
条　

福
岡
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
五
十
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

�　

第
二
十
条
第
一
項
中
「
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二
十�

八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
、
若
し
く
は
失
職
し
」
を
削
る

。

　

�　

第
二
十
条
の
二
第
二
号
中
「
（
同
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
失
職
し
た
職
員
を
除
く
。
）

」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
る
。

　
　

第
二
十
条
の
三
第
一
項
第
一
号
及
び
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
る
。

　

�　

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第
二�

十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
、
若
し
く
は
失
職
し

」
を
削
る
。

　
�　

第
二
十
二
条
第
六
項
中
「
前
五
項
」
を
「
前
各
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
当
該
各
項
に
」

を
「
こ
れ
ら
の
規
定
に
」
に
改
め
、
「
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て

同
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
」
を
削
り
、
「
当
該
各
項
の
」
を
「
そ
れ
ぞ
れ
第

二
項
、
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
の
」
に
改
め
る
。

　

（
福
岡
県
風
俗
案
内
業
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第�

八
条　

福
岡
県
風
俗
案
内
業
の
規
制
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福
岡
県
条
例
第
六
十
九
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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定
は
、
大
牟
田
市
の
区
域
に
お
い
て
」
を
削
る
。

　

（
福
岡
県
食
肉
衛
生
検
査
所
設
置
条
例
の
一
部
改
正
）

第�

三
条　

福
岡
県
食
肉
衛
生
検
査
所
設
置
条
例
（
昭
和
六
十
年
福
岡
県
条
例
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
二
条
の
表
中
「
、
大
牟
田
市
」
を
削
る
。

　

（
福
岡
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第�

四
条　

福
岡
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
福
岡
県
条
例
第
三
十
七
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

�　

別
表
二
の
項
中
「
大
牟
田
市　

久
留
米
市
」
を
「
久
留
米
市
」
に
改
め
、
三
の
項
中
「
、
大
牟
田

市
」
を
削
り
、
四
の
項
及
び
五
の
項
中
「
大
牟
田
市　

久
留
米
市
」
を
「
久
留
米
市
」
に
改
め
、
六

の
項
上
欄
リ
⑶
中
「
及
び
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
項
下
欄
中
「
大
牟
田
市
（
イ
、
ロ
、
ニ
か
ら

チ
ま
で
、
リ
の
⑵
及
び
⑷
、
ル
（
療
養
病
床
を
有
す
る
診
療
所
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
、
ヲ
の
⑴

、
ワ
か
ら
ソ
ま
で
、
ツ
の
⑴
、
⑵
、
⑷
か
ら
⑺
ま
で
、
ネ
か
ら
フ
ま
で
並
び
に
エ
か
ら
サ
ま
で
に
掲

げ
る
事
務
を
除
く
。
）　

久
留
米
市
」
を
「
久
留
米
市
」
に
改
め
、
七
の
項
か
ら
一
一
の
項
ま
で
の

下
欄
中
「
大
牟
田
市　

久
留
米
市
」
を
「
久
留
米
市
」
に
改
め
、
一
二
の
項
上
欄
中
「
及
び
歯
科
技

工
士
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
二
十
八
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
施
行
令
」
と
い

う
。
）
」
を
削
り
、
同
欄
ロ
中
「
及
び
施
行
令
」
を
削
り
、
同
項
下
欄
中
「
大
牟
田
市　

久
留
米
市

」
を
「
久
留
米
市
」
に
改
め
、
一
三
の
項
及
び
一
五
の
項
中
「
大
牟
田
市　

久
留
米
市
」
を
「
久
留

米
市
」
に
改
め
、
一
六
の
項
上
欄
中
ヤ
か
ら
テ
ま
で
を
削
り
、
ア
を
ヤ
と
し
、
サ
か
ら
メ
ま
で
を
マ

か
ら
コ
ま
で
と
し
、
同
項
下
欄
中
「
大
牟
田
市　

久
留
米
市
（
ヤ
か
ら
テ
ま
で
に
掲
げ
る
事
務
を
除

く
。
）
」
を
「
久
留
米
市
」
に
改
め
、
一
七
の
項
、
一
九
の
項
か
ら
二
九
の
項
ま
で
、
三
二
の
項
か

ら
三
五
の
項
ま
で
及
び
三
七
の
項
中
「
大
牟
田
市　

久
留
米
市
」
を
「
久
留
米
市
」
に
改
め
る
。

　

（
福
岡
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第�
五
条　

福
岡
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
年
福
岡
県
条
例
第
三
十�

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
二
条
第
一
項
中
「
、
大
牟
田
市
」
を
削
る
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

第�

一
条　

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
中
別
表
一
七
の
項

　
　

第
四
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

一　

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

　

�　

第
四
条
第
八
号
中
「
第
六
号
」
を
「
第
七
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
中
第

七
号
を
第
八
号
と
し
、
同
条
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　

七�　

心
身
の
故
障
に
よ
り
風
俗
案
内
業
の
業
務
を
適
正
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て

公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の

　
　

第
十
四
条
第
三
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　

三�　

心
身
の
故
障
に
よ
り
管
理
者
の
業
務
を
適
正
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
公
安

委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
令
和
元
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
の
規
定
は
、
公
布
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
等
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
月
八
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
条
例
第
十
三
号

　
　
　

福
岡
県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
等
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
　
　

例

　

（
福
岡
県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
等
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第�

一
条　

福
岡
県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
等
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
福
岡
県
条
例
第

五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

�　

別
表
第
一
福
岡
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
の
項
所
管
区
域
の
欄
及
び
別
表
第
二
福
岡
県
南

筑
後
保
健
所
の
項
所
管
区
域
の
欄
中
「
柳
川
市
」
を
「
大
牟
田
市　

柳
川
市
」
に
改
め
る
。

　

（
福
岡
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第�

二
条　

福
岡
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
三
年
福
岡
県
条
例
第
三
十
九
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

�　

第
十
一
条
中
「
、
第
五
条
及
び
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
（
犬
に
関
す
る
場
合
に
限
る
。
）
の
規
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福
岡
県
民
生
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋

福
岡
県
条
例
第
十
四
号

　
　
　

福
岡
県
民
生
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
岡
県
民
生
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
福
岡
県
条
例
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
の
表
飯
塚
市
の
項
中
「
二
九
四
人
」
を
「
二
九
七
人
」
に
改
め
、
同
表
柳
川
市
の
項
中
「

一
七
一
人
」
を
「
一
七
七
人
」
に
改
め
、
同
表
八
女
市
の
項
中
「
二
〇
四
人
」
を
「
二
一
三
人
」
に
改

め
、
同
表
大
川
市
の
項
中
「
九
三
人
」
を
「
九
五
人
」
に
改
め
、
同
表
豊
前
市
の
項
中
「
六
六
人
」
を

「
六
七
人
」
に
改
め
、
同
表
小
郡
市
の
項
中
「
九
五
人
」
を
「
一
○
○
人
」
に
改
め
、
同
表
筑
紫
野
市

の
項
中
「
一
二
〇
人
」
を
「
一
三
四
人
」
に
改
め
、
同
表
宗
像
市
の
項
中
「
一
六
一
人
」
を
「
一
六
五

人
」
に
改
め
、
同
表
太
宰
府
市
の
項
中
「
九
四
人
」
を
「
九
八
人
」
に
改
め
、
同
表
古
賀
市
の
項
中
「

七
七
人
」
を
「
八
○
人
」
に
改
め
、
同
表
福
津
市
の
項
中
「
八
六
人
」
を
「
八
七
人
」
に
改
め
、
同

表
宮
若
市
の
項
中
「
八
六
人
」
を
「
八
八
人
」
に
改
め
、
同
表
朝
倉
市
の
項
中
「
一
五
○
人
」
を
「

一
五
五
人
」
に
改
め
、
同
表
糸
島
市
の
項
中
「
一
六
七
人
」
を
「
一
七
○
人
」
に
改
め
、
同
表
那
珂
川

市
の
項
中
「
六
三
人
」
を
「
六
八
人
」
に
改
め
、
同
表
篠
栗
町
の
項
中
「
四
三
人
」
を
「
四
五
人
」
に

改
め
、
同
表
須
恵
町
の
項
中
「
三
七
人
」
を
「
三
八
人
」
に
改
め
、
同
表
久
山
町
の
項
中
「
一
九
人
」

を
「
二
○
人
」
に
改
め
、
同
表
粕
屋
町
の
項
中
「
三
七
人
」
を
「
四
一
人
」
に
改
め
、
同
表
筑
前
町
の

項
中
「
四
九
人
」
を
「
五
一
人
」
に
改
め
、
同
表
広
川
町
の
項
中
「
三
七
人
」
を
「
四
二
人
」
に
改
め

、
同
表
香
春
町
の
項
中
「
二
七
人
」
を
「
二
九
人
」
に
改
め
、
同
表
川
崎
町
の
項
中
「
五
一
人
」
を
「

五
二
人
」
に
改
め
、
同
表
赤
村
の
項
中
「
一
二
人
」
を
「
一
一
人
」
に
改
め
、
同
表
苅
田
町
の
項
中
「

五
○
人
」
を
「
五
三
人
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
令
和
元
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
及
び
福
岡
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
月
八
日

の
改
正
規
定
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

第�
二
条　

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
大
牟
田
市
飼
い
犬
の
管
理
及
び
野
犬
の
取
締
り
に
関
す
る
条
例
（
昭

和
四
十
四
年
大
牟
田
市
条
例
第
四
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
市
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
一
条

（
飼
い
主
が
市
条
例
第
四
条
及
び
第
七
条
第
四
号
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
を
除
く

。
）
の
規
定
に
よ
り
大
牟
田
市
長
が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
で
現
に
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
は

、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
お
い
て
は
福
岡
県
動
物
の
愛
護

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
相
当
規
定
に
よ
り
知
事
が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

第�

三
条　

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
改
正
前
の
福
岡
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
別
表
六
の
項
、

七
の
項
、
九
の
項
、
十
二
の
項
、
十
六
の
項
、
三
二
の
項
、
三
三
の
項
、
三
五
の
項
及
び
三
七
の
項

の
上
欄
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
そ
れ
ぞ
れ
の
法
令
、
条
例
又
は
規
則
（
以
下
「
法
令
等
」
と
い
う
。

）
の
規
定
に
よ
り
大
牟
田
市
長
が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
で
現
に
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
又
は

施
行
日
前
に
法
令
等
の
規
定
に
よ
り
大
牟
田
市
長
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
で
施
行

日
以
後
に
お
い
て
は
知
事
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
事
務
に
係
る
も
の
は
、
施
行
日

以
後
に
お
け
る
法
令
等
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
又
は
知
事
に
対
し

て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

第�

四
条　

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
大
牟
田
市
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六�

十
年
大
牟
田
市
条
例
第
十
四
号
。
以
下
「
市
条
例
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
（
第
六
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
三
条
第
一
項
並
び
に
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
大
牟
田
市
長
が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
で
現
に
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
又
は
施

行
日
前
に
市
条
例
第
三
条
第
一
項
、
第
四
条
第
三
項
、
第
六
条
第
一
項
及
び
第
七
条
の
規
定
に
よ
り

大
牟
田
市
長
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
は
、
施
行
日
以
後
に
お
い
て
は
福
岡
県
浄
化

槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
の
相
当
規
定
に
よ
り
知
事
が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
又

は
知
事
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

２�　

市
条
例
若
し
く
は
市
条
例
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
て
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行

を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者
に
つ
い
て
は

、
福
岡
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
第
五
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
と

み
な
す
。
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令
和
元
年
十
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
条
例
第
十
六
号

　
　
　

福
岡
県
建
築
都
市
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
岡
県
建
築
都
市
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
八
一
の
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四�　

法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
記
載
が
あ
る
場
合

　

前
各
号
の
規
定
に
よ
る
金
額
に
、
法
第
二
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
他
の
建
築
物
の
そ
れ
ぞ
れ
に

　

つ
い
て
、
前
各
号
の
規
定
に
よ
る
金
額
を
加
算
し
た
金
額
別
表
八
二
の
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し

　

、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四�　

法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
記
載
が
あ
る
場
合

　

次
に
掲
げ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額

　

イ�　

認
定
を
受
け
た
計
画
に
係
る
建
築
物
に
変
更
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
変
更
に
係
る
建

築
物
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
前
各
号
の
規
定
に
よ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額

　

ロ�　

認
定
を
受
け
た
計
画
に
新
た
に
法
第
二
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
他
の
建
築
物
を
追
加
す
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
追
加
す
る
建
築
物
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
八
一
の
項
第
一
号
か
ら
第

三
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
金
額
を
合
算
し
た
金
額

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
令
和
元
年
法
律
第
四
号
）
附
則
第
一
条
本
文
に
規
定
す
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
月
八
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
条
例
第
十
七
号

　
　
　

福
岡
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
岡
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
（
昭
和
四
十
六
年
福
岡
県
条
例
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋

福
岡
県
条
例
第
十
五
号

　
　
　

福
岡
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
及
び
福
岡
県
幼
保
連

　
　
　

携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
　
　

例

　

（
福
岡
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第�

一
条　

福
岡
県
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
福
岡
県

条
例
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

�　

第
四
十
四
条
第
七
号
中
「
次
の
ロ
か
ら
チ
ま
で
の
」
を
「
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
号
イ
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　

�

イ　

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条
第
九
号
の
二
に
規
定
す
る
耐

火
建
築
物
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
保
育
室
等
を
二
階
に
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第

九
号
の
三
に
規
定
す
る
準
耐
火
建
築
物
（
同
号
ロ
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

（
福
岡
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第�

二
条　

福
岡
県
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成

二
十
六
年
福
岡
県
条
例
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

�　

第
七
条
第
三
項
中
「
第
四
十
四
条
第
七
号
ロ
か
ら
チ
ま
で
」
を
「
第
四
十
四
条
第
七
号
」
に
改
め

る
。

　
　

第
十
五
条
の
表
第
四
十
四
条
第
七
号
イ
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
建
築
都
市
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

第
四
十
四
条
第
七
号

イ

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二�

百
一
号
）
第
二
条
第
九
号
の
二
に
規
定
す

る
耐
火
建
築
物
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、

保
育
室
等
を
二
階
に
設
け
る
場
合
に
お
い

て
は
、
同
条
第
九
号
の
三
に
規
定
す
る
準

耐
火
建
築
物
（
同
号
ロ
に
該
当
す
る
も
の

を
除
く
。
）
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年

法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条
第

九
号
の
二
に
規
定
す
る
耐
火
建

築
物
で
あ
る
こ
と
。
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福
岡
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋

福
岡
県
条
例
第
十
九
号

　
　
　

福
岡
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
岡
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　

第
十
四
条
第
二
項
の
表
一
の
項
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　

第
九
条
中
「
第
九
号
及
び
第
十
一
号
」
を
「
第
十
号
及
び
第
十
二
号
」
に
改
め
る
。

　

第
十
五
条
中
「
耐
火
建
築
物
、
準
耐
火
建
築
物
及
び
法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
適
合
す
る
特

殊
建
築
物
（
特
定
避
難
時
間
が
四
十
五
分
未
満
で
あ
る
特
定
避
難
時
間
倒
壊
等
防
止
建
築
物
を
除
く
。

）
」
を
「
主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
と
し
た
建
築
物
及
び
法
第
二
条
第
九
号
の
三
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
建
築
物
」
に
改
め
る
。

　

第
十
八
条
中
「
第
百
十
二
条
第
十
二
項
」
を
「
第
百
十
二
条
第
十
七
項
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
一
条
第
三
項
中
「
第
百
二
十
九
条
の
二
の
三
第
一
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
基
準
（
主
要
構
造

部
で
あ
る
壁
、
柱
、
床
、
は
り
及
び
屋
根
の
軒
裏
の
構
造
が
同
号
ロ
に
規
定
す
る
構
造
方
法
を
用
い
る

も
の
又
は
同
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
「

第
百
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
時
間
準
耐
火
基
準
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る

。

　

福
岡
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋

福
岡
県
条
例
第
十
八
号

　
　
　

福
岡
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
岡
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　

第
十
四
条
第
一
項
第
十
号
の
二
中
「
第
百
四
条
の
四
第
五
項
」
の
下
に
「
（
同
法
第
百
五
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
二
十
号
）
附
則
第
一
条

第
二
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

２�　

道
路
交
通

法
第
九
十
七

条
の
二
第
一

項
第
三
号
又

は
第
五
号
に

該
当
し
て
同

項
の
規
定
の

適
用
を
受
け

る
場
合

一
、
九
〇
〇
円

１�　

道
路
交
通

法
第
九
十
七

条
の
二
第
一

項
の
規
定
の

一
、
九
〇
〇
円

２�　

道
路
交
通

法
第
九
十
七

条
の
二
第
一

項
第
三
号
又

は
第
五
号
に

該
当
し
て
同

項
の
規
定
の

適
用
を
受
け

る
場
合

一
、
九
〇
〇
円
（

道
路
交
通
法
施
行

令
第
三
十
三
条
の

六
の
二
第
六
号
に

掲
げ
る
や
む
を
得�

な
い
理
由
の
た
め

運
転
免
許
証
の
更

新
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た

者
に
対
す
る
試
験�

に
あ
っ
て
は
、
八�

〇
〇
円
）



第 45 号 増刊①福 岡 県 公 報令和元年 10 月８日　火曜日 8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、同
表
四
の
項
中「
三
、五
〇
〇
円
」

を
「
二
、二
五
〇
円
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
令
和
元
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、
同
表
三
の
項
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

１�　

道
路
交
通

法
第
九
十
七

条
の
二
第
一

項
の
規
定
の

適
用
を
受
け

る
場
合

一
、
九
〇
〇
円
（

道
路
交
通
法
施
行

令
第
三
十
三
条
の

六
の
二
第
六
号
に

掲
げ
る
や
む
を
得�

な
い
理
由
の
た
め

運
転
免
許
証
の
更

新
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た

者
に
対
す
る
試
験�

に
あ
っ
て
は
、
八�

〇
〇
円
）

㈠�　

第
一
種
運
転
免
許
又
は
第
二

種
運
転
免
許
に
係
る
運
転
免
許

証

二
、
〇
五
〇
円
（
道

路
交
通
法
第
九
十
二

条
第
一
項
後
段
の
規

定
に
よ
り
、
一
の
種

類
の
運
転
免
許
に
係

る
運
転
免
許
証
に
他

の
種
類
の
運
転
免
許

に
係
る
事
項
を
記
載

し
て
そ
の
種
類
の
運

転
免
許
に
係
る
運
転

免
許
証
の
交
付
に
代

え
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
二
、
〇
五
〇
円

に
、
当
該
他
の
種
類

の
運
転
免
許
に
係
る

事
項
を
記
載
す
る
ご

と
に
二
〇
〇
円
を
加

え
た
額
）

㈠�　

第
一
種
運

転
免
許
又
は

第
二
種
運
転

免
許
に
係
る

運
転
免
許
証

１�　

道
路
交
通

法
施
行
令
第

三
十
三
条
の

六
の
二
第
六

号
に
掲
げ
る

一
、
七
〇
〇
円
（
道

路
交
通
法
第
九
十
二

条
第
一
項
後
段
の
規

定
に
よ
り
、
一
の
種

類
の
運
転
免
許
に
係

や
む
を
得
な

い
理
由
の
た

め
運
転
免
許

証
の
更
新
を

受
け
る
こ
と

が
で
き
な
か

っ
た
者
で
あ

っ
て
、
道
路

交
通
法
第
九�

十
七
条
の
二

第
一
項
第
三

号
に
該
当
し

て
同
項
の
規

定
の
適
用
を

受
け
る
も
の

の
場
合

る
運
転
免
許
証
に
他

の
種
類
の
運
転
免
許

に
係
る
事
項
を
記
載

し
て
そ
の
種
類
の
運

転
免
許
に
係
る
運
転

免
許
証
の
交
付
に
代

え
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
一
、
七
〇
〇
円

に
、
当
該
他
の
種
類

の
運
転
免
許
に
係
る

事
項
を
記
載
す
る
ご

と
に
二
〇
〇
円
を
加

え
た
額
）

２�　

１
以
外
の

場
合

二
、
〇
五
〇
円
（
道

路
交
通
法
第
九
十
二

条
第
一
項
後
段
の
規

定
に
よ
り
、
一
の
種

類
の
運
転
免
許
に
係

る
運
転
免
許
証
に
他

の
種
類
の
運
転
免
許

に
係
る
事
項
を
記
載

し
て
そ
の
種
類
の
運

転
免
許
に
係
る
運
転

免
許
証
の
交
付
に
代

え
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
二
、
〇
五
〇
円

に
、
当
該
他
の
種
類

の
運
転
免
許
に
係
る

事
項
を
記
載
す
る
ご

と
に
二
〇
〇
円
を
加

え
た
額
）

　

適
用
を
受
け

　

る
場
合


